市長と語る会概要
１　日時　　　　　平成25年10月15日（火）　19：30～21：00
２　会場　　　　　働く婦人の家（黒部市三日市）
３　申込み団体名　富山県男女共同参画推進員黒部市連絡会　会長　漆間明子

４　テーマ　　　　黒部市における男女共同参画社会の推進のための施策と男女共同参画推進員黒部市連絡会の関わり方について
５　概要
（１）男女共同参画啓発チラシやクイズを作成し、これらを使った啓発活動などの平成24年度における男女共同参画推進員黒部市連絡会の活動について報告
（漆間会長）　
（２）男女共同参画について（市長）
　・行政では男女共同参画社会を実現する体制づくりを、男女共同参画推進員は普及啓発活動と役割分担し、共に進めたいと考えている。
　・役割を与えられるだけでなく、つかみ取るほどの意識や気概を女性自身も持つことが必要である。
（３）意見交換
・黒部市においては、推進員が男女共同参画の啓発を行うことに重きを置いているが、他市町村では、男女共同参画推進員自身の意識改革を図ることに重きを置いている。それについて、どのように市長は思われるか。
→推進員自身の意識改革が図られることもあると思うが、推進員自らが積極的に啓発活動を行っていただきたいと考えている。
・複数の世代が仲良く暮らす社会も男女共同参画の理念の１つだと思うが、それを実現するため、在宅介護ができるような環境づくりも必要だと思うが、どのように市長は思われるか。
→在宅介護のサービスが増えると、負担も増える。そのサービスと負担のバランスを考えた皆さんの判断が必要である。
・次代を担うリーダーが少ない現状をどのように考えるか。
→非常に危惧しているが、必ず現状を変えようとする人が現れると信じている。
